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肝臓がんの局所治療としてラジオ波焼灼療法が発達してきている。その際に，腫瘍特異的な免疫反応

が生体内で生じることがわかってきている．筆者らはマウス皮下腫瘍モデルを用いて OK432 によっ
て刺激した樹状細胞の局所投与を併用することでラジオ波焼灼療法による抗腫瘍効果を増強させる試

みを行った． 
マウス骨髄から樹状細胞を誘導しOK432にて刺激を行い表面マーカーや抗原取り込み能，遊走能

の評価を検証した．この OK432 刺激樹状細胞をラジオ波焼灼療法後のマウス皮下腫瘍内に投与後に
反対側の腫瘍を観察することで，生じた抗腫瘍効果を検討した．抗腫瘍効果の詳細な検討のため，所

属リンパ節や脾細胞，腫瘍浸潤リンパ球の解析を IFNγELISPOTアッセイ等で解析した．また CD4
と CD8の in vivo除去モデルを用い抗腫瘍効果の消失が得られるか検討した． 
得られた結果は次の通りである． 

1. OK432 刺激により樹状細胞は腫瘍細胞取り込み能を大きく損なうことなく，成熟マーカー分子
の発現が増大し，高い遊走能を呈した． 

2. OK432 刺激樹状細胞をラジオ波焼灼療法と併用することで対側腫瘍の増殖が大きく抑えられた． 
3. OK432刺激樹状細胞併用群では脾細胞中の CD4細胞 CD8細胞の増大，腫瘍浸潤リンパ球中の

CD8細胞の増大が認められ，IFNγELISPOTアッセイにて腫瘍特異性も確認された． 
4. 所属リンパ節においてはOK432刺激樹状細胞併用群では早期から腫瘍特異的なCD4細胞・CD8

細胞が効率的に増加していた． 
5. CD4，CD8 除去モデルではどちらにおいても抗腫瘍効果が消失したため OK432 刺激樹状細胞

併用ラジオ波焼灼療法による抗腫瘍効果は CD4，CD8依存的であると判断された． 
本研究はラジオ波焼灼療法と樹状細胞療法を組み合わせるという新しい試みにおいて，その効果と

機序を詳細に検討し，明らかにした．これにより，新しい免疫治療として同治療が臨床応用される素

地が整ったこととなる．こういった観点を含め，本研究は学位に値する労作と評価された． 
 
 
 


